
- 1 - 

令和元年度決算に基づく 

健全化判断比率を公表します

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第

１項の規定により、令和元年度決算に基づく健全化判断比率を次のとおり公表しま

す。 

（単位：％） 

区 分 
実    質 

赤 字 比 率 

連 結 実 質

赤 字 比 率 

実質公債費 

比   率  

将 来 負 担 

比   率  

公 表 数 値 － －  
5.9 
（6.9） 

92.６ 

(93.6)

早期健全化基準 
14.4４ 

（14.43）  

19.4４  

（19.43）  

25.0 

（25.0）  

350.0 

（350.0）  

財 政 再 生 基 準 
20.00 

（20.00）  

30.00 

（30.00）  

35.0

（35.0）  

※ 実質赤字比率または連結実質赤字比率がない場合は「－」と記載しています。 

 （  ）の数値については、平成３０年度決算に基づく数値です。 

●健全化判断比率とは？ 

 平成１９年６月２２日に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地

方公共団体の財政の健全化の状況は、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比

率、④将来負担比率、という４つの指標によって判断されることになりました。これらをあわせ

て健全化判断比率と呼びます。 

 ４つの指標のいずれか１つでも「早期健全化基準」を超えた場合は、「財政健全化計画」を定

め、自主的かつ計画的に財政の健全化を図らなければなりません。 

また、将来負担比率を除く３指標のいずれか１つでも「財政再生基準」を超えた場合には、「財

政再生計画」を定め、総務大臣に報告し、同意を得て財政の再生を図らなければなりません。
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１ 実質赤字比率 

 ●実質赤字比率とは？

市税や地方交付税等を主な財源として、福祉、教育、まちづくりなどの地方公共団体の中心

的な行政サービスを行う一般会計等（一般会計等に属する特別会計を含む。）において、実質的

な赤字額が発生した場合の標準財政規模（市税、普通交付税、地方譲与税等の合計額）に対する

比率で、次の算式により求められます。

                  一般会計等の実質赤字額 
      実質赤字比率  ＝                 
                     標準財政規模 

 ●実質赤字比率の状況【表１】 

 令和元年度決算に基づく芦別市の一般会計等の実質赤字比率は、実質的な赤字額が発生して

おらず、標準財政規模６０億 212 万 4 千円に対して黒字額が２億 5,293 万 8 千円であるこ

とから、比率は4.21％の黒字となりました。 

（平成３０年度決算に基づく実質赤字比率は、実質的な赤字額が発生しておらず、比率は 

 1.4％の黒字でした。）

２ 連結実質赤字比率 

 ●連結実質赤字とは？ 

地方公共団体の会計は、一般会計等と、料金収入等の特定の収入を主な財源として、特定の

事業（行政サービス）を行う公営事業会計など複数の会計に分かれています。

連結実質赤字比率は、これら全ての会計の赤字額や黒字額を合算し、実質的な赤字額（又は

資金不足額）が発生した場合の標準財政規模に対する比率で、次の算式により求められます。

                    連結実質赤字額 
      連結実質赤字比率  ＝                 
                     標準財政規模 

●連結実質赤字の状況【表１】 

平成３０年度における芦別市全体の連結実質赤字比率は、実質的な赤字額が発生しておらず、

標準財政規模６０億 212 万 4千円に対しての黒字額が 6億 959 万 3千円であることから、

比率は10.15％の黒字となりました。

（平成30年度決算に基づく連結実質赤字比率は、実質的な赤字額が発生しておらず、比率は 

 7.52％の黒字でした。） 
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表 １  

令和元年度決算における収支の状況等 

【一般会計等】 

会  計  名 実 質 収 支 

一般会計 ２億 5,116万 1千円

奨学資金特別会計 177万 7千円

小  計～① 2億 5,293万 8千円

実質赤字比率 △ 4.21％

  【公営企業会計以外の会計】

会  計  名 実 質 収 支 

国民健康保険特別会計  885万 3千円

介護保険事業特別会計 4,821万 7千円

後期高齢者医療特別会計 15万 6千円

介護サービス事業特別会計 ０円

小  計～② 5,722万 6千円

  【法適用企業】

会  計  名 資金不足・剰余金 

水道事業会計 4億 4,533万４千円

市立芦別病院事業会計 △１億4,590万 5千円

小  計～③ ２億 9,942万 9千円

  【法非適用企業】

会  計  名 資金不足・剰余金 

下水道事業特別会計 0円

小  計～④ ０円

合 計（①＋②＋③＋④） 6億 959万 3千円

標準財政規模 6０億 212万 4千円

連結実質赤字比率 △ 10.15％
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３ 実質公債費比率 

●実質公債費比率とは？ 

 地方公共団体が政府や市中銀行から長期間で借り入れている借金を「地方債」といいますが、

この元金及び利子の支払いを「公債費」といいます。 

 一般会計の公債費のほかに、公債費に準じるものとして、一般会計から公営企業会計等の会計

の公債費に充てるために繰り出す経費等があります。 

 実質公債費比率は、これら一般会計の公債費に、公債費に準じるとされる経費等（準元利償還

金）を加算して算出した実質的な公債費の標準財政規模に対する比率で、次の算式による過去３

年間の平均値で求められます。 

元利償還金 ＋ 準元利償還金 － 特定財源 
              － 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 
  実質公債費比率 ＝                     
            標準財政規模 － 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

●実質公債費比率の状況【表２・表３】 

令和元年度決算に基づく芦別市の実質公債費比率は、5.9％となりました。

（平成３０年度決算に基づく芦別市の実質公債費比率は、6.9％でした。） 

公債費等は、１3億６万４千円、特定財源等は、10億1,492万7千円です。 

表 ２ 

年度ごとの実質公債費比率の推移 

                    （単位：％）

年  度  単年度の比率  ３カ年平均の比率

平成 2７年度 7.7 8.3

平成 2８年度 8.5 8.2

平成 2９年度 6.6 7.6

平成３０年度 5.8 6.9

令和  元  年度 5.5 5.9
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表 ３

公債費の内訳                     

区      分  金   額  前年度比較増減  

①  一般会計の地方債元利償還金  8億6,967万9千円 △1,249万4千円

②  公営企業の地方債償還に充てたと認めら

れる一般会計からの繰入金  
４億2,081万9千円 2,080万9千円

③ 一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認め

られる補助金または負担金（中空知衛生施設組合ほ

か） 

０円 ０円

④ 公債費に準ずる債務負担にかかるもの（ごみ収集車

購入、国営土地改良事業負担金等） 
892万1千円 △1,458万2千円

⑤一時借入金の利子  64万5千円 47万6千円

合     計  1３億6万4千円 △579万1千円

特定財源等の内訳 

区      分  金   額  前年度比較増減  

①  特定財源（公営住宅使用料、都市計画税

等）  
2億558万8千円 △4,190万円

②  基準財政需要額算入額  8億933万9千円 1,644万1千円

合     計  10億1,492万7千円 1,225万1千円
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４ 将来負担比率 

●将来負担比率とは？ 

 地方公共団体の一般会計が将来支払っていく負債には、一般会計の地方債残高のほか、借金で

はないものの契約等により将来の支払いを約束したもの（債務負担行為）、職員の退職手当、公

営企業会計等他の会計の地方債残高のうち一般会計が負担すべきと見込まれるもの、また、近隣

市町との組合における地方債残高のうちその団体が負担すべきと見込まれるものなどがありま

す。 

 将来負担比率は、こうした将来見込まれる全ての負担を含めた、現時点で想定される将来の負

担額の標準財政規模（ただし、元利償還金及び準元利償還金に係る基準財政需要額算入額を除き

ます。）に対する比率で、次の算式により求められます。 

 将来負担額 － 充当可能基金額 － 特定財源見込額
               － 地方債現在高に係る基準財政需要額算入見込額 
 将来負担比率 ＝                     
           標準財政規模 － 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

●将来負担額の状況【表４・表５・表６】   

 令和元年度決算に基づく芦別市の将来負担比率は、92.6％となりました。 

（平成30年度決算に基づく芦別市の将来負担比率は、93.6％でした。） 

将来負担額は、169億6,195万2千円、充当可能財源は、121億4,844万6千円です。

表 ４ 

年度ごとの将来負担比率の推移 

             （単位：％）

年  度  将来負担比率  

平成 2７年度 93.9

平成 2８年度 95.8

平成２９年度 92.5

平成３０年度     93.6

令和  元  年度     92.6
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表 ５

将来負担額の内訳 

区      分  将来負担額  前年度比較増減  

① 地方債の令和元年度末残高  

（市の借金の残高）  
 103億3,648万4千円 3億6,691万1千円

② 債務負担行為（契約等により将来の支払いを約

束したもの）に基づく令和元年度以降支出予

定額  

※㈱星の降る里芦別の債務弁済協定調停

に基づく償還金など  

12億700万6千円 △1億7,765万1千円

③ 一般会計以外の会計（水道事業、市立芦

別病院事業、下水道事業など）の借金返

済に充てる一般会計等からの負担見込額

３2億8,140万4千円 △3億3,217万5千円

④ 本市が 加入 して い る 中空知 衛 生 施設組

合、滝川地区広域消防事務組合の借金返

済に充てる一般会計等の令和元年度以降

負担見込額  

１億619万3千円 △325万6千円

⑤ 退職手当支給予定額のうち一般会計等の

令和元年度以降負担見込額  
2０億3,086万5千円 21万4千円

⑥ 設立法人の負債額等の令和元年度以降負

担見込額  
― ―

⑦ 連結実質赤字額  ― ―

⑧ 組合等の連結実質赤字額の負担見込額  ― ―

合      計  169億6,195万2千円 △1億4,595万7千円

表 ６

充当可能財源の内訳 

区      分  充当可能額  前年度比較増減  

① 令和元年度充当可能基金額  18億5,786万5千円 △2,506万3千円

② 令和元年度充当可能特定財源見込額  

 （公営住宅賃借料、都市計画税）  
18億6,389万2千円 △1億3,616万5千円

③ 令和元年度基準財政需要額算入見込額  84億2,668万9千円 3,836万1千円

合     計  121億4,844万6千円 △1億2,286万7千円
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◎健全化判断比率等の対象の会計・団体について 

区   分 本市における会計・団体 健全化判断比率 

資金

不足

比率

地

方

公

共

団

体

一 般 会 計 
一

般

会

計

等

一般会計 

実
質
赤
字
比
率連

結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

特 別 会 計 奨学資金特別会計 

公営事業会計 

公

営

事

業

会

計

国民健康保険特別会計 

介護保険事業特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

介護サービス事業特別会計 

公

営

企

業

会

計

法適用 

企業  

水道事業会計 

市立芦別病院事業会計 

資
金
不
足
比
率
（会
計
別
）

法非適用

企業  
下水道事業特別会計 

一部事務組合・広域連合  

中空知広域市町村圏組合 

中空知衛生施設組合 

滝川地区広域消防事務組合 

空知教育センター組合 

石狩川流域下水道組合 

北海道後期高齢者医療広域組合 

北海道市町村備荒資金組合 

北海道市町村退職手当組合 

地方公社・第三セクター等 ㈱空知川ゴルフ公社 


